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声一杯（せいいっぱい）       校長 境 田  聡 

     ～平成２８年度文化発表会 全体スローガン～ 
 

恒例の文化発表会が、１０月２８日（金）に開催されました。光が丘四季の香小学校６年生や

多くの保護者、地域のみなさまにおいでいただきありがとうございました。文化発表会の中で

も特に、合唱コンクールは光が丘第一中学校の一年間の行事の中でも、運動会と並んでクラス

対抗で優秀を競う行事です。生徒は、聴き手にいかに感動を与えられるようにするか、工夫を

して練習をしてきました。合唱は、競うものではないですが、特別審査員の勝倉先生が「３年

生の歌声は、大人のようなしっとりとした感じでした。」とおっしゃっていましたように、聴

き手に感動を与えられるような合唱を目指して練習し、その成果を競うことは大切だと感じま

す。 
１年生の合唱は、１クラスの人数が他学年に比べ少なく、女子は特に男子の半分しかいません。

しかし、そのような状況の中でも女子がよくがんばり、男声とのハーモニーを奏でていました。

２年生は、男子の多くが変声期にあり、なかなか女声とのハーモニーを奏でることが難しいの

ですが、迫力ある声量が聴き手を圧倒しました。３年生は、さすがに聴き手を魅了するような

ハーモニーを奏で、だれもが納得する本校の最上級学年としての貫禄を示してくれました。（特

別審査員 勝倉 小百合 先生の講評を含む） 
コンクール当日まで、各クラスとも「声一杯」のスローガンのもと聴き手に感動を与えられる

ようにするため、意見のぶつかり合いや笑顔、時に涙を流しながら練習を重ねました。その成

果が、当日の合唱であり、クラスの団結です。今年の合唱コンクールも、これまでの光が丘第

一中学校の伝統を一歩前進させてくれました。 
文化発表会では、他に「海外派遣報告」「吹奏楽部発表」があり、見事な報告や発表をしてく

れました。本校生徒のがんばりに改めて感動しました。 

１１月の主な予定 

 
 
 
 
 
 
 
 

練馬区立光が丘第一中学校 

平成28年11月1日発行 

光一中生の活躍 

☆税の作文  
入賞  ３年    さん、 

   さん、 

☆明るい選挙ポスターコンクール 
入賞 ３年     君  
☆こどもエココンクール 
佳作 ２年     君 

おめでとうございます 

１日 （火） 専門・中央委員会

２日 （水） 小中一貫教育研究授業　午前授業

３日 （木） 文化の日

４日 （金） 第二回進路説明会

７日 （月） 進路面談（３年）　　～12(土)

９日 （水） 区の研修会　午前授業

10日 （木） 秋の歯科検診

12日 （土） 土曜授業　進路面談（終）

15日 (火) 命の大切さを学ぶ教室

18日 （金） 期末考査　～22(火)

24日 （木） 校外学習（２年）

25日 （金） 校外学習（1年）

29日 （火） クリーン運動(１年）
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１０月の行事から 

小学生部活動体験 １０月４日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

道徳授業公開地区講座 １０月８日（土） 

  

 

 

 

 

 

文化発表会 １０月２８日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

「声一杯～Cantabile～」をテーマに文化発表会が行われました。生徒たちは夏休み後から実行委員
会を結成し、取り組んできました。合唱はクラスが一つにまとまって、はじめてできあがるものです。

生徒がみな合唱という点で一致協力できました。また、学年を追うごとに完成度が上がっていく点も

ご覧いただけたのではないかと思います。海外派遣発表会では、オーストラリアにホームスティしな

がら学んだことを発表してくれました。そして最後に吹奏楽の発表がありました。ここまでの思いを

のせて会場と一体になって楽しみながら発表することができました。平日にもかかわらず、来賓の皆

様をはじめ多くの保護者の方にご来校いただきました。お礼申し上げます。 

今年度も小中一貫教育の一つとして光が丘四季の香小学校

６年生に来てもらって部活動体験を行いました。火曜日に活

動がある１０の運動部、文化部が体験に協力してくれました。

それぞれ事前に希望をとっていたので計画通り実施すること

ができました。毎年やっている交流活動なので、１、２年前

に小学生として参加した生徒もいると思います。そのためか、

小学生の気持ちになって教えている生徒が多かったように思

います。児童・生徒がつながっていくという点では大変良い

体験活動のように思いました。クラブ活動とは違う活動を体

験できたと思います。後日、すてきなお返事をいただきまし

た。 

土曜日の学校公開を活用して道徳授業地区公開講座を開きました。ご存知

のように、中学校では平成３１年度から「特別の教科道徳」という教科にな

ります。教科というと、教科書があり評価があります。特別の教科道徳にス

ムーズに変更できるよう本校でも取り組みを開始しています。 
道徳は豊かな心をはぐくみ、人としての生き方の自覚を促し道徳性を育成し

ていくことがねらいです。社会に主体的に対応して生きていく人間の育成を

目指します。これは学校だけではできません。家庭や地域の方とも連携しな

がら生徒の心の育成を図りたいと考えます。今後も多くのご意見をお待ちし

ています。 
 


